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研究成果の概要（和文）：患者の栄養管理を先導している米国の登録栄養士と、それを追う日本の管理栄養士の職務満
足度を比較し、今後の日本の進む方向性を模索することを目的とした。日米比較に使用できる満足度質問票の開発をま
ず試みたが、患者の栄養管理、他の医療従事者との関係、管理栄養士としてのスキルアップに関して、日米でとらえ方
の違いが明らかとなり、今後更なる質問項目の精査が必要となった。しかし、日本の管理栄養士は臨床研究に対する満
足度が高い結果が示され、栄養管理のエビデンス構築を先導する役割が、今後の日本の方向性の一つではないかと示唆
された。

研究成果の概要（英文）：The survey to compare clinical practice satisfaction between American RD 
(registered dietitian) who is leading patient nutritional management in the world and Japanese RD who is 
following the USA, was conducted in order to seek Japanese future direction. We first challenged to 
develop clinical satisfaction scale which is able to use for the comparison between Japan and the USA. 
The differences of perception between two countries about the patient nutrition management, the 
relationship with other medical staff, and professional growth became clear, so there is a need to 
further improve the questionnaire in the future research. However, the results showed that Japanese RDs 
are significantly more satisfied with clinical research activities. This may suggest that the leading 
role of developing nutritional management evidence is one of our future direction.

研究分野：臨床栄養学
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１． 研究開始当初の背景 
 
①米国では、既に 40 年前に、医師だけでは
充分な医療ケアを行うことが出来ないとの
考えから、医師、看護師、薬剤師、検査技師、
管理栄養士からなる栄養サポートチーム
(NST)を組織し、医療活動を行っている。そ
の結果、米国の登録栄養士（日本の管理栄養
士と同等資格）は医療の最前線で活躍する機
会が増え、患者の術後回復の改善、栄養障害
の軽減と、管理栄養士のスキルアップに繋が
っている。一方、我が国の管理栄養士の業務
は、栄養部や厨房での職務が主であったが、
最近になって NST が設置され始めた（東口.
日消誌 2007）。しかし、我が国の NST シス
テムが、管理栄養士のスキルアップに米国ほ
ど効果的に繋がっているとは言い難く、その
要因を探る研究例は存在しない。 
 
②申請者は、米国での臨床業務経験から、我
が国の管理栄養士の職業満足度が米国に比
して低いのではないかと考えた。Karasek ら
は，仕事要求度と裁量度とのバランスが職業
満足度に左右するとの、「仕事要求度- 仕事裁
量度」モデルを提唱している(Administrative 
Science Quarterly. 1979)。仕事要求度とは、
仕事のペース、量、時間、精神的集中度など
を意味し、仕事裁量度とは、仕事上の意思決
定の度合い、能力や技術を発揮する可能性を
意味する。これらのことより、申請者は，我
が国の管理栄養士は、例え能力と仕事要求度
が高くとも、臨床現場での仕事裁量度が低い
ために、職業満足度が低く、管理栄養士の効
果的スキルアップに繋がっていないとの仮
説に到達した。 
 
２． 研究の目的 

 
①米国の登録栄養士は、日本の管理栄養士よ
りも職務満足度が高いことを、Karasekの仕
事要求度-裁量度モデルを用いて検証する。 
 
②日米比較に使用可能な臨床業務満足度尺
度（日本語、英語）を作成し、満足度に格差
があるのかどうか、またその格差の要因は何
に起因しているのか検討する。 
 
３． 研究の方法 

 
①パイロットスタディとして、日本語版と英
語版の質問票を作成し、ダブルトランスレー
ションにより翻訳内容を確認、インターネッ
トを介した Web アンケートシステムを活用
し、回答を収集した。質問票は、次の 3部構
成となっている。第 1部は、基本属性として、
施設属性、NST の有無、NST 業務への関与
の有無、年齢、性別、勤務形態、就業年数、
最終学歴、専門資格、勉強会参加回数を尋ね
る項目から構成した。第 2部は、Karasekら

が提唱している「仕事要求度-仕事裁量度」モ
デルに基づく 14の質問項目（4段階リッカー
トスケール）から構成した。第 3部は、臨床
業務満足度尺度の開発を目的に、専門職との
コミュニケーション、患者とのコミュニケー
ション、管理栄養士間の関係、チームワーク、
職業としての誇り、専門業務に対する考え方、
給与、上司との関わり、教育・成長の機会、
の 9 つのカテゴリーで 30 の質問項目（4 段
階リッカートスケール）から構成した。 
 
②パイロットスタディーをもとに、日本語版、
英語版の質問票を改良し、本調査を実施した。
同じくダブルトランスレーションにより質
問票の翻訳内容を確認している。日本では、
関西地域、関東地域の計 14 都道府県から、
ランダムに500施設の病院を抽出、米国では、
カリフォルニア州、ニューヨーク州、ミシガ
ン州から同じくランダムに500施設を抽出し
（両国とも病床数 100 以上の施設に限定）、
調査依頼書を郵送法により送付、協力の同意
が得られた施設に対し、人数分の質問紙を送
付した（米国においては、調査協力の同意の
得られた施設代表者に対し、インターネット
を介した web アンケートの案内を送付した）。
質問票は次の 4部構成となっている。第 1部
は、基本属性として所属施設、回答者自身に
ついて尋ねた。第 2部は、臨床業務満足度尺
度として、医療従事者・同僚・上司との関係、
患者の栄養管理への貢献、給与、昇進、スキ
ルアップ、臨床研究活動の 8つのカテゴリー
で 32 の質問項目（4 段階リッカートスケー
ル）から構成した。第 3部は、業務満足度と
の関連、また業務の質の向上との関連が示唆
されている Blau らのキャリアコミットメン
ト尺度を取り入れた。そして第 4部は、管理
栄養士が食事・経腸栄養剤・経静脈栄養剤の
処方権限をもつことに対する意識を尋ねた。 
 
４． 研究成果 
 

(1)パイロットスタディー 
① 回答は、日本で 50名、米国で 47名の一 
般病院勤務の管理栄養士から得られた。図 1
は、「仕事要求度-仕事裁量度」モデルに基づ
く職務ストレスの質の結果を示した。日本で
は、要求度・裁量度共に高い「Active」群が
70%と最も高かったのに対し、米国では、
「Active」群と共に、要求度は低く、裁量度
の高い「Low Strain」群の割合がほぼ同数で
あった。それぞれの質問項目を日米で比較す
ると、日本の管理栄養士は米国の登録栄養士
と比べて、仕事量が多く、仕事をこなすのに
十分な時間が与えられていないと考える者
の割合が有意に高かった（p=0.005, p=0.002）。
また、管理栄養士の職務は高度なスキルと創
造性が必要とされる、と捉えるものも有意に
多かった（p=0.02, p<0.001） 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

X2 test p=0.001 
図１.仕事要求度・裁量度チャート 

 
② 臨床業務の満足度に寄与する要因につい 
て、因子分析を行った（主因子法、プロマッ
クス回転）。その結果、日米両国の回答者に
共通する臨床業務満足因子は、「患者栄養管
理への貢献」、「同僚の管理栄養士との関係」、
「他の医療者との関係」、「給与」の 4つが抽
出された。「患者栄養管理への貢献」因子と
して抽出された 4つの質問項目すべてにおい
て、日本の管理栄養士は有意に（すべて
p<0.001）自己評価が低かった。また、日本
の管理栄養士は、他の医療者に対して、栄養
管理に対する質問や提案ができる、と評価す
るものの割合も、米国の登録栄養士に比べて
有意に（p=0.002）低かった。 
 
以上の結果より、現在、日本の管理栄養士は、
業務の要求度が高くとも、高いスキルと創造
性が必要だと考える臨床業務に携わること
で、「Active」なストレス、つまり、高い労働
意欲ややりがいを感じているのではないか
と考えられる。しかしながら、米国の登録栄
養士と比較すると、患者の栄養管理への貢献
が十分でなく、他の医療者との関わりも不十
分であると感じているのが現状である。 
このことから、ストレスに焦点を置く
Karasekのモデルよりも、業務の質や、管理
栄養士の専門家としての発展との関連が示
唆されるキャリアコミットメントを本調査
には取り入れることとした。更にパイロット
スタディーにおいて、満足度要因の自由記述
から得られた「研究活動」、「管理栄養士とし
てのスキルアップ」を加え、本調査では満足
度尺度の改良を行うこととした。 
 
(2)本調査 
① 日本での回収率は 64％であり、有効回答 
数は 573名であった。米国での回収率は 27％
であり、有効回答数は 85名であった。 

表 1に回答者の属性を示す 
表 1 回答者基本属性 

公式なデータはないものの、日本の男性管理
栄養士は 10%前後、米国では 6%前後との報
告がある。また年齢に関しても、日本の管理
栄養士を対象とした調査の平均が 37 歳とい
う報告が見られることから、今回のサンプル
は、日米の管理栄養士全体を反映していると
考えられる。 
 
② 業務満足度尺度候補として作成された32 
項目に対して、最尤法、プロマックス回転に
よる因子分析を、日米のそれぞれのデータで
行った。因子負荷量などを検討した結果、日
米で共通する 7 項目が削除され、最終的に 6
因子、25 項目が抽出された。表 2に日本、表
3 に米国の因子分析結果を示した。またそれ
ぞれの因子の因子寄与率を表 4、Cronbackα
係数を表 5に示した。 
 
表 2 因子分析（日本） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



表 3 因子分析（米国） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 4 因子寄与率 

表 5 クロンバックα係数 

 
6 因子中 4因子（「評価・報酬」、「研究発表」、
「給与」、「管理栄養士同士の関係」）は、構
成する項目も日米で一致していた。しかし、
残りの 2因子は、日米で構造の相違が見られ
た。日本においては、患者の栄養管理に関連
する項目と、管理栄養士自身のスキルアップ
に関連する項目は別の因子として抽出され
たが、米国では、一つの因子として抽出され
た。これは、米国の登録栄養士が、臨床現場
で患者の栄養管理を行うこともスキルアッ
プの一つとしてとらえている一方で、日本の
管理栄養士は、スキルアップはセミナーや勉

強会への参加といった活動により達成され
るものと捉えているのではないかと考えら
れる。また、日本の管理栄養士は、他職種と
意見交換をすることをスキルアップとして
とらえている。これは他職種とのディスカッ
ションにより臨床における知識を深めると
いう意識が強いのではないかと考えられる。 
 
以上の結果より、今回の解析では、患者の栄
養管理、他の医療従事者との関係性、管理栄
養士としてのスキルアップに関連する項目
において、日米の因子構造の違いが明らかに
なった。尺度として使用していくには、今後
更に質問項目を精査していく必要があると
考えられる。 
 
③ 日米で下位因子構造の違いが明らかにな 
ったが、因子分析により抽出された項目全体
は日米で共通であるため、業務満足度尺度と
しての総合得点、また日米で因子構成項目の
一致していた「評価・報酬」、「研究発表」、「給
与」、「管理栄養士同士の関係」の 4つの下位
因子について日米比較を試みた。 
表 6 因子得点 

Mann-Whitney U 検定（average±SD） 
 
25 項目の合計である総合得点は、米国が有意
に高い、つまり米国は満足度が有意に高い結
果となった。また、上司からの評価や報酬、
管理栄養士同士の関係についても、米国の登
録栄養士で満足度が高かった。一方で、臨床
研究活動に関しては、日本の管理栄養士がよ
り満足している結果となった。 
 
更に日米で因子構造の一致しなかった質問
項目についても個々に比較した。 
表 7 各質問項目の日米得点比較 

Mann-Whitney U 検定（average±SD） 
患者の栄養管理に関する項目、また他の医療
従事者との関係に関する項目は、すべて米国
が有意に高い満足度を示した。この結果はパ



イロットスタディーの結果とも一致してい
る。 
 
以上より日本の管理栄養士は、米国に比べて
総合的な満足度が有意に低く、評価や報酬、
同僚・その他医療従事者との関係、また患者
の栄養管理に関する満足度も低いことが明
らかとなった。一方で、給与に関しては日米
で差がなく、また近年活発になりつつある、
臨床研究に関しては、日本の管理栄養士の方
が高い満足度を感じていることが分かった。 
 
④ 他業種における職務満足度の国際比較を 
見ても、日本の労働者は満足度が低い傾向に
あることを考えると、管理栄養士も同様の傾
向が見受けられる。しかし、臨床研究活動に
関して満足度が高いことは特徴的であり、日
本の管理栄養士が米国の登録栄養士に比べ
て、研究活動に積極的にかかわっていること
を表している可能性がある。 
 
(3)以上の結果より、日米比較に用いること 
のできる業務満足度尺度は、下位尺度構造が
一部異なることが明らかとなり、今後更に質
問項目の精査が必要となった。しかしながら、
本研究の一連の調査では、日本の管理栄養士
は、臨床業務に対し、満足度はいまだ低いも
のの、高いスキルを必要とする、創造性を必
要とするものだと感じていることが明らか
となった。そして、臨床業務の満足度を構成
する要因として臨床研究活動が抽出され、日
本の管理栄養士がより高い満足度を感じて
いるという特徴が示された。これは、今後の
日本の管理栄養士にとって、現在の米国の登
録栄養士の姿を追うだけではなく、研究活動
を更に活発化させることにより、栄養管理の
エビデンス構築の役割を先導していくとい
う姿が一つ示されたのではないかと考える。 
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